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　2008 年 9 月、アルゼンチン初の国際クレズマー・フェスティバルであるEMMKA （Encuentro 

















































は、アルゼンチンの総人口、約 4468 万人（国家統計局 INDECによる推定数）に対するユダヤ人
口数は、約 18 万 700 人～33 万人であると算出している［Della Pergola 2016］2。この約 15 万人と
いうユダヤ人口数の差が示すのは、「ユダヤ」というアイデンティティの定義の複雑さである。デ
ラ゠ペルゴーラは前者の約 18 万 700 人を「コアなユダヤ人core Jewish population」、そして後者
の約33万人を「部分的にユダヤ人と報告された人、ユダヤ人の親を持つが現在はユダヤ人ではな










































されている『アメリカ・ユダヤ年鑑 American Jewish Year Book』 の「世界人口調査」セクション
にみられるように、初期のアルゼンチン・ユダヤ人口調査を実施したのは、アメリカのロシア・





のブエノス・アイレスのユダヤ人を支えるのに、4人しかラビがいない」［Bernstein 1957: 408］。 
　アルゼンチンのユダヤ機関が主導で、本格的な国内のユダヤ人口調査を初めて実施したのは、
2005 年になってからのことである。同年、アメリカ・ユダヤ人共同配給委員会American Jewish 
Joint Distribution Committee（以下、JDC）と、AMIAが共同出資し、『ブエノス・アイレスにお









ス・アイレス市周辺の 2 万 9939 世帯に対して聞き取り調査を実施した。『社会人口調査』は、こ
の過程で同定された967戸のユダヤ世帯（2,045人のユダヤ人）から得た回答を基に書かれている
［Jmelnizky and Erdei 2005: 24］。
　『社会人口調査』では、ユダヤ・アイデンティティが以下の4つのカテゴリーに分けて論じられ
ている：①家系、②自己認識、③宗教、そして④選択 （改宗）である ［Jmelnizky and Erdei 2005: 
27］。この 4つのカテゴリーから、調査対象者は、さらに 2つのグループに分類されている。それ
は、「自認するユダヤ人口 Self-Defined Jewish Population」（SJP） と 「自認していないユダヤ人口
Non-Self-Defined Jewish Population」（NSJP）である。前者は、デラ゠ペルゴーラの「コアなユダ
ヤ人」と同義で使われており、ユダヤ人であることに自覚的な人々を指す。一方、後者について
は、「調査の時点では、自分自身をユダヤ人と自認していないと答えた人々」［Jmelnizky and Erdei 
2005: 59］と説明されている。この潜在的なユダヤ人口の存在を仄めかすような分類も、フメル
ニスキーとエルデイの独自の考えではなく、北米のユダヤ人抗議連合UJA-Federationによる社会
















の世代ではなかった。図 2 は、『社会人口調査』が、所属の有無を世代別に調査した結果である 
［Jmelnizky and Erdei 2005: 47］。
図 2：『社会人口調査』より、SJP人口のユダヤ機関への所属状況
各世代の棒グラフの上段は「現在所属しているcurrently attending」ユダヤ人の割合、下段が「所





































　実際、筆者も 2013 年に、歌手のマリエル・ピベンMariel Pivenが講師を務めていたヘブライ
















































































て、以下の 3 つの音楽グループに焦点を当てて分析する：①シャバトーネスShabatones （2007 年
































































































Caminando siempre voy, siguiendo con mi misión
 （いつも歩き続けている、自分のミッションに従いながら）
No importa lo que digan sigue al corazón
 （何を言おうがかまわない、自分の心に従って）
英語部分
So I thank to HaShem, I thank to my god
 （だから、ハシェムに感謝、神に感謝）





























ニ短調で軽快に演奏された《マゼルトブ》は、そのフレーズを 2 回繰り返すと、図 5 の第 7 小節
目で示したように、リズムもテンポも変えず、平行調であるヘ長調へと移調し、トゥーツ・アン









民族音楽学者であるケイ・カウフマン・シャラメイ Kay Kaufman Shelemayは、コントラファク
タを、ユダヤ伝統の外側（または内側）の、別の既存の旋律に歌詞を当てはめることだと説明し
ている［Shelemay 1995: 26-32］。そのよく知られた例が、《ボイカラ Boi Kala》（花嫁よ来たれ）
という、ユダヤ結婚式での花嫁の登場の際に歌われる楽曲である。歌詞はヘブライ語による祝福
の言葉であるのに対し、旋律は《コン・テ・パルティーロ Con Te Partiro》、または《タイム・
















Hine ma tov uma nayim shevet ajim gam iajad 
Hine ma tov oy shevet ajim gam iajad
（見よ。兄弟たちが一つになって共に住むことは、何という幸せ、楽しさであろう）
英語でのラップ
Look my bro... this is simple as you can see, 
（兄弟よ、分かってるだろうが、これはシンプルだ）
we got a problem over here, 
（問題はあちこちにある）
we got a world hungry for peace,
（平和に飢えた世界がある） 
this is not a speech... 
（これはスピーチじゃない）
childrenʼs crying in the street 
（子供は通りで泣いている）
youʼre the only help I need to give the world a little peace
（あなたは、世界に少しの平和をもたらすのに必要な唯一の助け）
スペイン語でのラップ
Paz ando buscando, 
（平和を探して）




sin dolor en sus latidos, 
（その鼓動に痛みなしで）
imagino lo que pienso, 
（自分の考えたことを想像して）
me emociono mientras digo “הנה המ בוט המו םיענ תבש םיחא םג דחי”








































En mi equipaje mi corazón（鞄のなかと、自分の心）
Crucé el océano entero （海を渡ってやってきた）
En busca de una ilusión（一つの幻想を求めて）
スカ
間奏 タンゴ
Yo ya no tengo miedo（もう私は怖くない）
A nada temo（何も恐れない）
De Europa fría vengo a llegar（冷たいヨーロッパからやってきて）
Y traigo como tesoro（この宝を持ってきた）
クァルテート


























































































 3 1983年3月に開催されたアメリカ・ラビ中央会議（the Central Conference of American Rabbis, 
CCAR）では、「異教徒間の結婚で生まれた子供の立場」という議題のもとで父系のユダヤ人
の重要性について議論された。
 4 例えば、社会学者のスティーブン・M・コーエンSteven M. Cohenとアリ・ケルマンAri Y. 
Kelmanは、ニューヨークのユダヤ人抗議連合UJA-Federation（2005年）、アンドレア＆チャー
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